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セコニックマリンについて

推薦文・水中造形センター代表

館  石 日召氏

1964。 3

私が水中撮影を始めて間もなく10年になろ

うという口寺、最初の時から今 日に至るまで

終始頭 をなやませていたのが露出の問題で

す。特に、カラー写真では、ラチチュー ド

が狭いので全く閉「1し ました。

昨年夏は90mの 海底に潜水 して水中撮影を
しましたが、そんな時、明るさは水深 0～

60m位迄の 1嗣 は、深度 を増すにつれて、刻
々と変 ります (60mtt Lは 暗黒 )。 こんな時

使い易いマ リンメーターがあったらと思い

ました。

セコニ ックマ リンは大型であり (水中は或

る程度大きい方が扱い易い)ダ イヤルも見
易く、40m以上の水深で窒素酔いにかかっ
た状態でも使 える様に考えられた本格的マ

リンメーターと云えるで しょう。

セコニックマリンメーターⅡは、すでに多くのご愛用を

いただき好評を得ましたL-164の改良型として、セコニ

ックが自信をもってお届けする全天候露出計です。特に

水中撮影の特殊性を充分に考慮したマリンメーターⅡは

ヴェテランダイバーから高いご信頼をいただいておりま

す。精度・耐久力を高め、なお一段 と感度の良くなった

マリーンメーターⅡは、世界で唯―の機構をさらに進め

たものです。台風・雪害などの陸上での取材撮影にもご

利用になれ、ご好評を得ております。

反射光・絞 り直読方式

ASA目 盛

_■上型f整曇| 9～ 42

絞 り 目 盛

シャッタロ盛

86mm丸 ×67mm

海 水 中重量

許 容 水 深

受  光  角 30° (半減角× 2)

校 正 常

バッテリーチェッカー内臓水銀電池

定
一定 Ev 5～ 17相当(ASA 100)

そ  の  他
)一 HD型



①指針

②電池電圧許容範囲

③ガイドライン

④絞り板

⑤タイム板

⑥タイムセレクトマーク

の ASA窓

①DIN窓
⑨ ア クリルカバー

⑩保護環

①電池室キャップ

⑫電池

⑬受光部

⑭ダイヤルつまみ

⑮ひも書トリング

⑩電池室キャップ

①スイッチ
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シャッタ速度 を決める

ダイヤルつ まみを押 しこみ、つ まみをノ[iイ fに

回す と絞 り板が回転 しますか F)、 ご使用にな

るシャ ック速度に タイムセレクトマー クをイヽ

わせて ください。

ASA(DIN)感度 をは じめにセッ トする

ダイヤルつ まみを引き|||し 、つ まみをノ[[イロニ

|llIす とASA窓 (又はDIN窓 )に 数値がて

ますから、ご使用になるフ ィ′しノ、|よ 1変 数
『
1を

窓の中心線にイ)わせて ください、

■ご注 意

ダイヤルつまみをり1出 したり

押し二んだりする時に、一寸

引II「卜る場合がありますが、こ

れは内部のギヤの噛みあわせ

の関係ですので、このときは

軸をどち′,の 方向に僅かに回

転させてやれば、ス/、一ズに

|||し 入れができます`, 自笥、‖1

定が終った時は、スイッチを

OFFに 合せておいてくださ
い。 電池が永キキちヽヽたします。

スイッチを入れる

スィ /チ を|:|し てONに イ)わせてください。

|11路に電,充が流れ、受光″6に 入る光を測定で

きる状態 となります。 ごll l]に なメっない時に
は、 スイ ′チを必ずOFFに してください.

受光部を被写体に向ける

被写体の主要部に受光部を向けて ください .

赤い指金卜がILヨして、 1直 II:露 |11の 糸交りlfi力ちJtさ

れ ます。焦点深 1支の |ユ1係 で糸交り値が不 j芭
'1の

時はシャ ッタ速度を変えて ください

|=



スイッチをBC(バ ンヽテリーチェック)の位置にしたと
き、指針の振れが、ガイドライン内の赤印の位置にくれ

ば、使用電池は許容電圧内であることを示します。この

赤印に指針の振れが達しないときには、新しい水銀電池

と交換してください。この電池の寿命は、最大目盛に指

針を振らせた状態で32昼夜間連続使用できますので、普

通の使用状態では長期間ご使用になれます。

電池交換の際には、電池室キャ ンプの溝に付属 ドライバ

ー又は10円硬貨をさし込み、矢印の方向へ回してくださ

い。キャップがはずれますので、水銀電池の+側 を表面

に (キ ャップ側)に して入れてください。交換し終えま

した′D、 Oリ ング及び必要部分にグリースを塗ってキャ

ンプを完全にしめます。

電池は、JI S― HD型 (ナ ショナルH― D、 その他 )を 使用

します。

電池交換のご注意

IE池 liキ ャ ップをしめる際、添付のグ

リースを′Z、すご使サllく ださい まず0
1サ ングと01サ ンク

・のオ妾角虫tる 1し
'也

liキ

‐ヽ ノフ゜と本イ本古Ьク)を きオしヽ にヽ1式いてく
ださい 次にOリ ンクの企1角 iと 、0リ
ンクのオた触部分にクリースをうすく塗

ってください。(力 ′卜4を 参照のこと)

そして正しくキャ ノフをか■せます

約 1口 |は
｀
卜で■、た|ま完全にしまります。

1そ期間ご使ナ‖になっていると、スイ

ノチをOFFに しても、1旨針の位置
が 0カイ)多少ずれることカジ)1)ま す。

このときには、lE池ネキャ ンプを|;‖

いて、lE池 をとりだすと、ゼロ調整

用のネジ (内側の大きいネジ)があ

りますので、ドラィバーで左イ「に静

かに|11し て1旨金十を Iliし くビ́ロ1ウ litt l■

イ)わせてください。だ1、 二の場 r)も

↑[池交1矢卜」様のfi:薔1を 11:っ てください.

`1装 ‖
''
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●海中111影 には、陸 11の撮影で

はみずっれない特殊性がいくつ

かあります。

●1カt影環境が全く陸 11と 共なり

ますので、1ムt影姿勢がり|:常 に

4(安 ,こ となり、水|11に よる精

llll的動|liや想、イカの低力|ヽがあ

ります

●日中の光線は午前HH寺 ～午後 2時位までの間が海中に

入る量が最 も多く、明るさの状態もすぐれています。

●海中には浮遊物や混濁物質が無数にあるために、海中

を通過する光は散乱して、海水の,生明度により被写体

の像の鮮明さに影響をあたえます.海中でかすかに見

える不り支の被
′′メ体は ‐応さけた方が賢明でしょう。

●鮮明な写真を期待するには、できるだけ被写イイくに接近

した方がよい結果を得ます.

●不安 ,と な抽t影姿勢のため、%秒以 ドのイit l上 シャ ノタで

はカメラブレの原月となります.,二 のため%.秒千11芝の

シヤ ノク速度を常サ|〕 されることをお薦めします

●カメラとlI「K写体の‖i離が離れるにつれ、i土 ブプはかす/t

でしまいます, ビちメ,か といえば、絞 り|よ |;Hい てもシ

∴―ノタ1基度をllLめ てカメラブレを防いだノ」が賢 |り 1で す

●海中で|ま深さか増すにつれ 1午色が強 くなり llN・ 祥1・ 黄

・緑の‖兵に 1及収されていきます このため海中′)カ ラ
ヽ
|力 l影ではllll i色 が強 くなるIL「向が 1)り ま1  ‖t
のカラー|力 t影 で色彩効牙tを す)1す るために |ま 、水深 3-
5mの範

'日

で1カ :影 した
'デ

が1'tい でし Iう

●海中|ム :影 11グ )季 1市的 ||‖題は、 4サ 1-6111士 アうシク |

シノ)発 ′li力 格ゞ
:し く 、水i朱 20mfl[ま ―riEり ]|,が悪化しま1~

′毎イ(ノ ),こ りll芝 |ま 11サ |  ヽ211ヒ riヵ lヽt( 、 |′Fr「 も4泰サ
lに

し '[

いますが、水111は  番flヽい時 !明 〔十



! 水面に近い場合
水深 3～ 5m位 までの比較的に浅い海中での111影の とき

には、露出の決ちとがり|:11に Tl要 となります 水1白 i近 くて

は空カザ,の 太陽光線が表 1白 iの波に作サllし 、キラキラたる

シマ1莫様をつくります ,ア 出li卜 はそのキラキラに影糾さ

ノLI旨

'「

はり(き く ノ:iイ「|=litノ しま
´
十  二グ)]Lモ ノしかた|ま |‖百白iに

水liiが 入る場イ)に は 6倍以 Lに もなることがあります

このようなとき、1旨金「が最も大きくllltノ したムを大111と ムセ少

71の 1つ を読み、その中|11『 1か 、又はやや少なめに決ルL

すればよいでしょう.水前i近 くではllK写体の主要部に受

た部を 11:し くlttlけ る二とが Tl要で、ずれると,ア出iFlに 大

きな1周 きが′liし ます .

―

―

デ・R

2 海底で撮影する場合
水深 5～ 201n位 までグ)海

lltで は、た線状態や心」l

l人態が最も安,Lし ますの

で、落ちついて抽t影でき

ます なんとい つても海
底では足をつけられます

し、ここでは指針も安ちL

してヽヽます ,ア |111期旨

'「ビおりにカメラにセ ′ト

すブとば、 まちがいなく ll

II:,7111が イllメ ,ノ しま
~ケ

10



3 遊泳しながら撮影する場合
アクアラングなどを使用して潜水し、水面でもなく、海

底でもなく、中間を遊泳しながら撮影する場合に大切な

ことは、撮影以前にカメラの保持姿勢の不安定さを、ど

こまで解消できるかという問題です。これには潜水技術

をマスターすることが重要です。特にアクアラングの場

合には、バランスウエー トをぴったり合わせることが、

もっ́とも大切です。ここでは被写体が魚イ「羊であったり、

,替水する友人であったりして、書1イ)に早 く動 く被写体が

多いので、あらかじめ予想される角度 とか、状況に応じ

ての露出を側定しておくことです。そうして状況の変化

に応して手早 くカメラにセい/卜し撮影することが大切です。

4 海面に向う場合
海底から水而をアオル場イトにも、露出計の向け方で指針

は大きく変化します。海底にいて真 11を 測ったとき、や

や↑「めに水面を測ったとき、波の高いとき、空の状況な

どすべて ‐定していることカジ)り ません。10m位 までの

上ヒ中交白りに浅い海底にいて‖1-lた 場合は、 そ′しぞれに大変
な差があります.,水中では太陽光線はキ|1折 して入ってき

ますので、ほんの住かにでもカメラを Lへ向けると
'並

光

111影 となります。必ず測定した角度、同じ光線状態で|ム :

‐ぷ 諾 1ヽ

蔚|ヽ ■

襴れ
12



影することが重要です。

露出|:十は真 11を 測ったのに、カメラは全「めに水面を抽1影

するということのないように注意することが大切です。

5 特に深い場合
水深30mを こえ50mあ たりの撮影の機会はあまり多くは

ないでしょう。この 171Jの海中では光量もかなり落ちてい

ます。そして光の方向も、水面かメラ海llixへ と全くlT直に

落ちてきます、 もちろん水niは 見えません カメラマン
は水|11に よる影響でか なり不安定な精神状態にな ,́て い

ます.判Hか い測定llの i土いなどは[|よめることができない

かも
'llれ

ません。 しかし、 卜を向いたときと海底を向い
た1場合だけは、露出値を読んでください:そ れ以 Lの細

|.|■■・・ ||‐‐             |

かい値の変化に気を配る必要はありません。A S A200～

400位のフイルムを使用して、比較的透明な海中ならば水

深40m位 までは自然光で撮影可能の筈です。それ以_11で

はどうしても人工照明が必要です。

■

15



きれいな焼付印画、引伸印画を作製するにはやはり適正

露光のネがであることが大切です。撮影状況により、あ

らかじめ露光不足、露光過多が判っているときには、フ

イルムの現像処理により補正して適正露光ネガにちかず

けることも可能ですが、あくまでも便宜_11の ことで、特

異な作画意図のないときには適正露光撮影に′し、がけてく

ださい。フイルムには、ある程度のラチチュー ドがあり

ますので、充分に知っておくことが心要でしょう。特に

ロールフイルムを使用して、一度の潜水で多くの撮影を

行うときには欠かせません。一‐11に フイルムのラチチュ

ー ドは軟調フイルムほど広 く、硬調ほど狭 くなります。

海中撮影では全体的に軟調 (フ ラット)な ネガとなる傾

向が強いために、できるだけ石更調のネガにした方が良い

結果がえられます。

16 17

水中撮影では何といってもカラー撮影が最も楽しめます。

特に静かな青のムー ドを表現するにはカラーに限るとい

えるでしょう。しかしカラー撮影はかなり難かしく、ま

ず正確な露出を与えることが要求されます。前述したい

ろいろな場合における測定の仕方をマスターしてくださ

い。海中撮影で特に注意したいことは色彩の問題です。

水中に入った太陽光線は、水深を増すにつれて色(波長 )

別に吸収される程度が異なり、赤～橙色の光はかなり透

明な海中でも水深 3mで20～ 30%と なり、水深10mでは
ほとんど赤色を感じません。水中カラー撮影にはアンバ

ー系統のフイルターを使 うことも一つの方法です。 5m
以_Lの深さでは人工照明を使用することが効果的で、フ

ラッシュ撮影が簡単な方法です。この場合露出の決め方

は、被写体との距離を考え、自然光とフラッシュのどち

らが主光源になるかを判断して決めます。しかし晴天の

日中で10m位 までの水深ではフラッシュは接写でない限

り主光源となることは少ないでしょう。このことは水中

での混濁物による散舌L吸収が多いため、ガイドナンバー

よりも数倍の露出を必要とするためもあります。比較的

に浅い海中での人工照明撮影は、主光線よりも暗部の補

助光線であり、カラー撮影では被写体が青 ―色になるの

を防ぐ手段 と考えてよいでしよう。その意味で白色フラ

ッシュバルブを使用することが効果的です。



アクアラングで潜水中の場面や、魚群が遊泳しているの

をシネ撮影するとスローモーションフイルムのような面

白味があり、 ‐枚撮りの写真とは異なった楽しさがあり
ます。シネ撮影の露出決定も、基本的には前述と同じ方

法で行います。ASA(又 はDIN)を 合わせたあと、
16コ マ撮影のときにはシャッタ速度目盛の中に赤色で表

示された%0秒の位置にタイムセレクトマークを合せてく

ださい。24コ マの場合は払。の隣 りにある赤色線の位置で

適正露出が得られます。 18コ マの場合は ■つの赤色線の

中間にイヽわせます。シネ111影 で注意したい点は、カメラ

を障1定 して撮影する場合がほとんどなく、パンニングや

移動撮影が多くなります。従って露出の変化も様々です。

正確には前もってカメラの動 く範 1川 の露出を測定し、そ

れにイ)せて絞 りを調整するとよいでしょう。 しかし ‐11
にはそれまでの必要はないでしょう。 ‐カットの移動の
中で水へのアオリと海底へのフカンをさければ、失敗は

少なくなるでしょう。

●水中でご使用になったあとは、水道や井戸水で良く洗

浄して 、ヽきとった後、室内で良く乾かして下さい。

●ご使用にならならときには、スイッチを必ずOFFに
してください。

●湿気の多い場所に長期間放置しないでください。セコ

ニックマリンは完全水密構造ですが気密性にはなってい

ません。

50°C以 _Lの高温を与えないでください。

●海岸などで強い直射日光に長時間さらさないでくださ

い。海岸などでご使用の場合には日陰か、水たまりの中

へ入れてタォルなどをかバヾせ直射 日光をさけるようにし

てください。

●落下などの強い衝撃を与えないでください。不良の原

因となります。

●長期間使用しない場合は、電池による腐触をさけるた

め電池をはずし、シリカゲル (防湿剤)と 一緒に桐箱な

どへ入れて保存してください。

●水銀電池を電池室に入れる時は接触不良を防止する為

に電池と接点を乾いた布で良く拭いて下さい。

●水銀電池や接点に電池の排気ガスによる白色の粉末が

付着することがありますが、接触不良の原因となります

ので乾いた布で良く拭きとって下さい。

18
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セコニ ァクマリンは防水のための特別な設計をしており、 〈水

密〉を完全に保持するために弾力性に優れたく0リ ング〉とシリ

コングリスを併用しております。これは透明アクリルカバーと

本体との間に挟まれたく0リ ング〉が適度な圧力で圧迫されてい

なければ〈水密〉とすることが困難なのです。この圧力が少なす

ぎても多すぎても漏水事故の原因となります。工場で生産され

たセコニックマリンは、一台一台〈水密と水圧〉テストで合格し

たものが出荷されています。

従って下記の点について充分なご注意をお願い致 します。

① 工場から出荷された製品の透明アクリルカバーと本体との
間は、決してねじって締めつけたり、ゆるめたりしないでく

ださい。

② 電池室の所にある小さなく0リ ング〉についても全く同様な
注意を必要とします。

電池を入れてS、 たを開めるときは、特にねじり過ぎないように

してくださいぅきつくなった所で無理に締めすぎないように、

特にお願い致します。

③ 電池室のく0リ ング〉の入るところには絶対に砂が入らない
ように注意してください。もしも砂が入ったまま締めつけて

しまった場合には、必ず〈0リ ング〉を交換しなければなりま

せんので、セコニックサービスステーションにご相談ください。

④ セコニ ンクマリンには、その他にも日に見えない箇所に 3
ヵ所〈0リ ング〉が入っていますので、受光部の黒い枠も決し

てねじらないようにご注意ください。

⑤ 〈0リ ング〉には、目に見えない裂けめがあっても漏水の危
険があります。特に③についてのご注意は重ねてお願い致します。

1 彗難
東 京営 業部 〒 162東 京都新宿区市ヶ谷田町3-8新杵ビル 03(269)7243
大 阪営 業所 〒541大阪市東区本町2-25本町ビジネスビル 06(263)1571
名古屋営業所 〒460名 古屋市中区栄 5-8-14万 国ビル 052(251)6201
誹 馘センター 〒 162東京都新宿区市ヶ谷田町3-8新杵ビル 03(269)7241

本
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社 〒 177東京都練馬区大泉学園町 7-24-1403(978)2330


